
(1) 大村市政だより10月下旬号 。15号〉 昭和42年10月初日

ヰ拡大

高等学校、大村園芸高等学校があり、登下校

時には学生児童が多〈、あぶない交差点のー

っといわれていました。

グこれで安心して渡れるよグと小学生も大喜

びでした。

総工費一約511万円

。安心して渡れるよが

玖島の交差点i乙横断歩道僑ができあがり、

9月30日渡初式がありました。このような本

格的な歩道橋は市内ではじめてのものです。

近〈には、大村小学校、玖島中学校、大村

七

人

以

玲

与

| あつ あぶないそのスピードが死をまねく一一運転者-

iとびだすな車は急に とまれない一歩行者一

【重点目標】

秋の交通安全運動はじまる

(10月228 ~10 月 31 日う

乙の運動は人命尊重のため、

交通事故防止の徹底、と〈に歩

行者の交通事故の絶滅を目標と

して、すべての歩行者、運転者

運転者の雇主などに、交通安全

の患想を周知徹底させ、正しい

交通jレーノレの実践を習慣づける

とともに、道路交通環境の整備

改善等を促進することを目的と

して実施きれるものです。

学童、幼児の安全確保と〈に

通学、通園の安全確保

自動二輪車〈原付を含む)及び

ダンプカーなど大型車両の無謀

運転の追放
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乙
を
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じ
て
く
だ
さ
い
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予防接種

昭和42年10月20日

物価統計調査

の
調
査
票
の
内
容
は
統
計
だ

け
に
使
用
し
、
課
税
そ
の
他

申
告
者
の
不
利
益
に
な
る
よ

う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
正
確
な
調
査
が
で
き
ま

す
よ
う
と
協
力
〈
だ
さ
い
。

外
地
よ
り
引

揚
げ
た
か
た
に

特
別
交
付
金
が

支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し

対
象
者
は
昭

和
三
十
二
年
に

施
行
さ
れ
た
引
揚
者
給
付
金

インフルヱンザの予防接種を行ないます。

マ該当者 生後満6カ月以上のもので接種

を希望するもの。

マ接種要領 1適間おき 2回接種する。

マ料金 1人1固につき。〈昭和42年11月1

日現在)6カ月以上1才未満=30円。 1才以上

6才未満=50円.6才以上15未満一70円。 6才

以上=100円。

インフル
ヱンザの

引揚者に

特別交付金を支給

等
支
給
法
に
よ
っ
て
給
付
金

を
受
給
す
る
資
格
を
有
し
た

カ
たた
だ
し
つ
ぎ
に
該
当
す
る

方
は
今
回
の
特
別
交
付
金
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん

住
外
地
に
生
活
の
本
拠
を
有

し
た
期
聞
が
一
年
以
下
の

か
た
(
満
州
開
拓
民
及
び

政
府
の
命
令
等
に
よ
り
外

地
に
あ
っ
た
軍
需
工
場
の

職
員
な
ど
で
引
揚
げ
に
よ

っ
て
そ
の
職
を
失
っ
た
者

は
除
〈
)

又
前
回
の
引
揚
者
(
遺
族
)

給
付
金
を
支
給
さ
れ
な
か
っ

た
か
た
で
も
次
に
該
当
す
る

か
た
は
今
回
の
特
別
交
付
金

が
受
給
で
き
ま
す
。

①
請
求
者
の
所
得
が
多
か
っ

た
た
め
該
当
し
な
か
っ
た

か
た

②
遺
族
援
護
法
に
よ
る
弔
慰

金
の
該
当
者
で
あ
っ
た
た

め
、
前
回
の
給
付
金
を
支

給
さ
れ
な
か
っ
た
か
た

な
お
、
今
回
は
四
十
二
年

七
月
末
日
ま
で
に
死
亡
し
た

遺
族
の
か
た
に
も
支
給
さ
れ

ま
す
。乙
の
引
揚
者
特
別
交
付
金

の
説
明
会
を
十
月
二
十
六
日

花の種と球根のーー

無料配布会

接種場 所 1回目 2回目

ニ浦幼稚園
鈴 田 出 張所 11月6日 11月13日
市 役 所

竹松本町公民舘 11月7日 11月14日松原出張所

東大 村小学校
11月8日 11月15日市 民 会 舘

諏訪公民舘
萱瀬出 張所 11月9日 11月16日
黒 木小学校

市 立 病 院
11月10日 11月17日福重 出張所

※接種時間はいづれも午後2時から3時30分までです

幼児は接種当日母子手帳を持参する乙と。

なお、 鶏卵に対する特異体質のある者、熱

のある者、心臓、 腎臓、糖尿病、脚気、胸腺

リンパ体質の疑ある者、その他医師か接種し

ない方がょい と認めた者は予肋接種をうけな

いで〈だきし iO

¥ 
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市
民
み
な
さ
ん
へ
の
お
し
ら
せ
は

す
べ
て
市
政
だ
よ
り
で
す

は
や
く
、
よ
く
読
み
ま
し
ょ
う

さる会午
い方舘後
。はでー

ぜ開時
ひき三
参ま 十
加す分
し G よ

て 該り
〈当 市
だす 民

長
崎
国
体
の
開
催
を
間
近

に
し
て
、
花
と
み
ど
り
で
市

内
を
美
し
〈
明
る
〈
し
よ
う

と
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
展
開

し
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん

空
地
に
畑
に
花
を
う
え
ま
し

ょ
う
。
川
や
道
に
ご
み
を
す

て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

テ
レ
ビ
タ
レ
ン
ト
グ
池
内

淳
子
さ
ん
H
H

を
市
役
所
玄
関

前
に
ま
ね
い
て
、
花
の
種
、

球
根
な
ど
の
無
料
配
布
会
を

聞
き
ま
す
。

多
数
と
参
集
く

だ
さ
い
。

マ
日
時
十
月
二
十
九
日

午
後
三
時
三
十
分
よ
り

V
場
所
市
役
所
玄
関
前

、、
・、

と
主
人
が
会

社
や
役
所
に
お

勤
め
の
奥
さ
ん

は
任
意
で
国
民

年
金
に
加
入
で

き
ま
す
。

国
民
年
金
に

任
意
加
入
し
た

消
費
者
物
価

の
統
計
調
査
が

十
月
下
旬
か
ら

十
一
月
上
旬
に

か
け
て
行
な
わ

れ
ま
す
。

乙
の
調
査
は

消
費
者
を
相
手

と
す
る
小
売
価
格
、
入
場
料

手
数
料
、
販
売
数
量
な
ど
を

約
三
百
七
十
品
目
に
分
け
て

調
査
し
消
費
者
物
価
対
策
の

基
礎
資
料
と
す
る
も
の
で
す

調
査
の
対
象
は
、
市
内
の

商
居
、
理
美
容
院
、
映
画
舘

な
ど
か
ら
え
ら
び
ま
す
。
乙

サラリーマンの

妻にも年金を

と
き
は
・
・
・
-
-
-

a身
体
が
不
自
由
に
な
っ
た

場
合
に
は
障
害
年
金
最
低
六

万
円
が
、
。
不
幸
に
し
て
と

主
人
が
な
く
な
ら
れ
た
と
き

子
供
一
人
あ
れ
ば
母
子
年
金

(
五
万
五
千
二
百
円
)
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

①
川町
の
年
金
は
と
主
人
の

年
金
制
度
か
ら
の
遺
族
年
金

と
あ
わ
せ
て
も
ら
え
ま
す
。

六
十
五
才
に
な
っ
た
ら
、

希
望
す
れ
ば
六
十
才
か
ら
自

分
自
身
の
老
令
年
金
が
も
ら

え
ま
す
。
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市
職
員
を
募
集

市
で
は
初
級
職
員
と
労
務

職
員
の
募
集
を
つ
ぎ
の
と
お

り
行
な
い
ま
す
。

〔
初
級
職
員
〕

マ
職
種
一

般
事
務
、
土
木

マ
受
験
資
格

①
学
歴
は
聞
い
ま
せ
ん
が

学
校
教
育
法
に
よ
右
高
等

学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
者

②
市
内
に
居
住
す
る
者
又

は
採
用
後
居
住
し
う
る
者

③
昭
和
二
十
三
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
二
十
五
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
④
一
般
事
務
は
男
女
、
土

木
は
男
子
の
み

マ
試
験
の
内
容

教
養
試
験
、
専
門
試
験

身
体
検
査
な
ど

【
労
務
職
員
】

マ
職
種

清
掃
夫
看
護
助
手

マ
受
験
資
格

①
学
歴
は
聞
い
ま
せ
ん
が

学
校
教
育
法
に
よ
る
新
制

-
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力

を
有
す
る
者

②
市
内
に
居
住
す
る
者
又

り大村市政だよ(3) 

は
採
用
後
居
住
し
う
る
者

③
清
掃
夫
は
田
和
二
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
二
十
二

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
男
子

④
看
護
助
手
は
昭
和
十
七

年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
二

十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
女
子

マ
試
験
の
内
容

教
養
試
験
、
身
体
検
査

な
ど

マ
試
験
の
日
時

十
一
月
十
二
日

マ
申
込
期
間

十
月
二
十
日
か
ら
十
一
月

六
日
ま
で

な
お
、
〈
わ
し
い
こ
と
は

人
事
課
に
お
た
ず
ね
〈
だ
き

1

0

 

'
L
W
 自
衛
官
を
募
集

昭
和
四
十
二
年
度
、
第
三

次
の
陸
、
海
、
空
二
士
の
募

集
が
始
ま
り
ま
し
た
。

マ
応
募
資
格

満
十
八
才
か
ら
二
十
五
才

未
満
の
男
子
で
、
中
学
卒
業

程
度
の
学
力
を
有
す
る
者

マ
身
分
給
与

特
別
職
の
国
家
公
務
員
で

初
任
給
は
一
万
五
千
百
円

ほ
か
に
各
種
手
当
、
賞
与
、

退
職
金
が
あ
り
ま
す
。

ぜ

マ
特
典
各
種
の
専
門
技
術

の
免
許
を
と
る
機
会
の
豊
富

で
、
通
学
、
通
信
教
育
を
受

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
e

〈
わ
し
い
乙
と
は
、
市
民

課
に
お
た
ず
ね
〈
さ
い
。

|
|
全
面
交
通
止
ー
ー

内
田
川
局
部
改
良
工
事
と

し
て
、
市
道
武
部
徳
泉
川

内
線
の
常
盤
橋
が
か
け
か

え
ら
れ
ま
す
。
乙
の
工
事

の
た
め
つ
ぎ
の
期
間
全
面

交
通
止
と
な
り
ま
す
。

マ
期
限

昭
和
羽
年

3
月
初
日

が広場を子供に・H ・H ・-グ

結核健康診断を受けよう
A受けなければならない人

大村市内に居住する小学校一年生以上の人

で、次に該当するものを除〈全員。

①小学校、中学校、高等学校その他修学年

限一年以上の学校に在学中の学生は、学校で

行ないますのでこの検診を受ける必要はあり

ません。

②各職場で毎年、事業主が実施する検診を

受けるものも必要はありません。

[>料金無料

なお、結核検診は健康であるなしにかかわ

らず、毎年受けなければならないことに法

律で決められています。

検診はいずれの会場でも結構ですから、

お気がるに受けて〈ださい。

ポグンやホックのない下着であれば、そ

のま〉受けられます。時間はか〉りません

ので、近所さそいあって来て下さい.

どうしても受診できない人は、衛生課又は

出張所までお届け出て〈だきし、。

月 日 実施場所 時 間

中央保育所横 9.00 .~ 10・30
10月24日昭和通親和銀行社宅前 11・00~ 12.30 

7](主町平松酒庖前 14・00~ 15.30 

水田一区公民舘 9.30 '" 10.30 
10月25日 水田二区公民舘 11.00 -12.30 

抗務所出津住宅親和会事 13.30 -15.30 

後木場公民舘 9・30~ 10.30 

10月初回
上久原公民舘 11.00 '" 12・00

下久原公民舘 13.00 -14.00 

前舟津公民舘 14.30 '" 15・30

赤佐古公民舘 9.30 -10.30 

10月27日
須田ノ木沢商庖前 11.00 -12・00

岩舟バス停 13.00 '" 14.00 

片町長尾トーフ庖 14.30 '"'" 15.30 



(4) 

秋
を
健
康
に
た
の
し
く
::
・

ー
手
洗
い
と
食
品
管
理
を
十
分
に
|

り大村市政だよ

秋
は
絶
好
の
行
楽
の
季
節

で
あ
る
と
同
時
に
い
ろ
い
ろ

の
病
気
に
か
》
り
や
す
い
季

節
で
も
あ
り
ま
す
ー
な
か
で

も
、
私
達
の

口
を
と
お
し
て

起
る
病
気
赤
痢
、
食
中
毒

な
ど
も
こ
の
季
節
に
多
〈
発

生
す
る
よ
う
で
す
。

そ
れ
に
、
今
年
は
記
録
的
に

一
雨
が
少
な
〈
各
地
で
水
不
足

が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
大
村

市
内
で
も
と
乙
ろ
に
よ
っ
て

は
水
が
不
足
し
、
非
常
に
汚

い
水
が
飲
用
さ
れ
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
う
い

う
と
き
は
と
〈
に
つ
ぎ
の
こ

と
が
ら
に
十
分
気
を
つ
け
て

病
気
に
か
〉
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

⑨
ほ
う
ち
ょ
う
、

ま
な
い
た

ふ
き
ん
な
ど
調
理
器
具
を

清
潔
に
。

⑨
買
物
は
清
潔
で
取
扱
い
が

衛
生
的
な
居
を
選
ぶ
。

⑨
調
理
し
た
も
の
は
早
め
に

食
べ

、
残
ら
な
い
程
度
に

作
る
。

⑨
野
菜
は
よ
く
洗
っ
て
使
用

す
る
。
な
お
、
冷
蔵
庫
は

案
外
不
潔
だ
と
い
わ
れ
ま

す
。
食
品
保
管
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

× 

× 

× 

〔
自
然
水
を
使
か
う
と
き
〕

⑨
水
質
検
査
を
受
け
、
カ
ル

キ
な
ど
で
消
毒
を
し
た
後

使
用
す
る
。

⑨
水
道
水
以
外
の
水
は
必
ず

わ
か
し
た
後
で
な
け
れ
ば

飲
ま
な
い
よ
う
に
。

〔
手
洗
い
な
ど
i
u

⑨

二
戸
に

一
カ
所
以
上
は
必

ず
消
毒
薬
、
石
け
ん
な
ど

の
「
手
洗
い
」
を
設
け
、
帰

宅
後
、
用
便
後
、
炊
事
前

や
食
事
前
に
必
ず
手
洗
い

お
も
な
仕
事
は
、
①
衛
生

所
長

1
渡

辺

裕

氏

い

ぷ
三三
:
J
1
1勺き
f
思
想
の
普
及

向

上

②

医

事

職

員

1
二
十

右

ー
ー
い

ん

J
n
R視
-
s
η
h
Ah
f
レ

医
療
、
薬
事
の
監
視
指
導

義

務
灘

遡

遡

…
~

、

関
J

パ一
ヲ
緩
綴
護
?の
肌
滋

緩
綴
掴

べ
.

③
上
下
水
道
、
墓
地
、
火
葬

勢

三

ウ

噴

い
県
立
大
村
保
健
所

逐
次
拡
大
強
化
さ
れ
、
昭
和
場
、
住
宅
、
な
ど
の
環
境
の

殺

す

仇

鳴

い

…い

ん

保
健
所
は
、
そ
の
地
域
に
二
十
室
長
に
昇
格
、
同
浄
化
の
指
導
援
助
④
公
衆

ιj一三
総

f川市
川一ん

ハ
お
け
る
公
衆
衛
生
の
向
上
を
年
五
月
現
在
の
西
三
域
町
に
浴
場
、
理
美
容
、
ク
リ
ー
ニ

欄

L
…γベム
絞
ら
パ
繍
繍
鴎
鵬
勝機

雌
官
邸
機
撃
翠
脈
絡
脳
圃
い
一
、

~
は
か
り
、
福
祉
の
増
進
に
貢
庁
舎
の
建
築
に
着
手
し
、
同
ン
グ
、
旅
舘
、
遊
営
興
業
場

4
a
膿
繋
議
機
盤
固
圃
-
r
~

ょ

す

る

目
的
の
も
と
に
、
約
年
十
月
完
工
移
転
し
た
。

食
品
乳
肉
業
な
ど
の
監
視

お

ヤ

錨

掴

園

理

議
機
鍛
犬、刊

髄

圏

三

一
十
万
人
に

一
カ
所
の
割
合
で
管
轄
区
域
も
、
昭
和
三
十
指
導
⑤
狂
犬
病
の
予
防

長

三

γ関
一
三

一
設
け
ら
れ
て
い

る

。

三

年

前

後

の

町

村

合

併

に

よ

⑤

公

害
防
止

⑦

結

核
、
伝

説

死
一

喝

級

、

~
大
村
保
健
所
は
、
昭
和
十
り
、
大
村
市
、
東
彼
杵
町

、

染

病

の

予

防

防

疫

③

一

母

子

一

叫
ん
一ザ

勝

広

一一ぷ

士
一
年
八
月
、
東
彼
杵
郡
内
の
川
棚
町
、
波
佐
見
町
の

一
市
衛
生
③
成
人
病
、
原
爆
被

犠

打

-Y額
一
仏

一
各
町
村
を
管
轄
す
る
県
下
初
三
町
現
在
人
口
約
九
万
六
千

爆
者

、

精

神

衛

生

対

策

⑩

山

一
3
W
献

酬

隊
一
一

~
の
保
健
所
と
し
て
発
足
し
た
人
と
な
り
、
宮
村
以
北
は
佐
栄
養
改
善
、
そ
の
他
公
衆
衛
吋

A

均

一J
ん制
勝
難
問
士

)

開
設
以
来
、
業
務
内
容
も
世
保
市
に
編
入
さ
れ
た
。
生

一
般
と
な

っ
て

い
る
。

j
ti
l
l
!
γ
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手

を
行
な
う
。

⑨
下
痢
す
る
も
の
が
い
た
ら

早
め
に
医
師
の
治
療
と
指

導
を
受
け
る
。

⑨
ネ
ズ
ミ
、
ハ
ヱ
、
ゴ
キ
ブ

リ
な
ど
の
衛
生
害
虫
を
駆

除
し
、
便
所
、下
水
、
ゴ
ミ

処
理
な
ど
に
注
意
す
る
。

庄宜主司
古
切
手
を
市

総
務
課
へ

ネ
パ

l
ル
に

B

C
G
を
、
東
南
ア

ヲ
ア
に
医
療
の
光

を
・
:
の
あ
い
こ
と
ば
で
、
古

切
手
収
集
運
動
が
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
古
切
手
は
世
界

の
切
手
愛
好
家
に
買
上
、
げ
ら

れ
、
ネ
パ

ー
ル
に
医
療
資
金

と
し
て
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

目
標
は
全
国
で
一
千
万
放
で

す
が
、

今
年
十
月
で
約
八
百

二
十
万
枚
集
っ
て
い
ま
す
。

市
内
か
ら
も
す
で
に
約
四

万
枚
を
送
っ
て
い
ま
す
。
ど

ん
な
切
手
で
も
結
構
で
す
。

周
囲

一
セ
ン
チ
の
と
乙
ろ
か

ら
切
り
取
っ
て
、
大
村
市
役

所
総
務
課
へ
お
願
い
し
ま
す

1 

今
年
五
月
か
ら
九
月
末
ま

で
に
、
西
小
路
久
保
川
雅
子

さ
ん
、
北
松
セ
メ
ン

ト
工
業

従
業
員
一
問
、
京
町
中
尾
優

子
さ
ん
、
-池
田
郷
浦
川
省
吾

さ
ん
、
平
小
川
郷
三
根
ヤ
ス

ノ
さ
ん
、

陰
平
郷
中
尾
ヤ
ス

ヱ
さ
ん
、
佐
古
ノ
川
永
田
フ

ミ
さ
ん
、
桜
馬
場
山
本
早
苗

さ
ん
、
大
村
市
農
協
職
員

一

向
、
原
口
郷
織
田
ス
ヱ
子
さ

ん
、
東
三
城
町
阿
良
賀
ツ
ル

さ
ん
、
松
並
郷
岳
尾
満
江
さ

ん
、
貞
松
時
計
屈
従
業
員

一

同
、
三
浦
小
学
校
生
徒
一
向

か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本

当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

今
年
の
干
害
で
被
害
を
う

け
た
方
に
市
税
の
徴
収
猶
予

と
減
免
を
行
な
い
ま
す
。

徴
収
猶
予
を
受
け
る
方
は

市
収
納
課
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
ま
た
、

減
免
の
手
続
や

方
法
は
、
関
係
機
関
の
被
害

調
査
が
決
定
し
だ
い
お
し
ら

、

せ
し
ま
す
。

ぜ


